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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は17名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により、１番、吉田建二君、２番、

福永桂子さん、３番、中村博行君と決定いたしまし

た。 

 初めに、８番 吉田建二君の発言を許します。８

番 吉田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ８番 吉田建二です。一般質

問をいたします。 

 少子化及び人口減少化問題に悩む自治体は多いと

言われております。少子化及び人口の減少化は、ま

ちの原動力である働き手が少なくなることであり、

それは市税の減収へとつながり、さらに財政の硬直

化へと波及してまいります。 

 人口問題は行政の根幹をなす事項であり、人口減

少対策は市政運営において避けて通れない重要な課

題と言えます。 

 そこで、人口の減少によって生じる財政運営への

影響、また公共施設の効率的運用や再配置など、さ

まざまな課題について、その概要をいま一度認識し、

人口減少対策を推進しなければならないと考えるも

のでございます。 

 このたびの３月定例会の冒頭で、市長が30年度の

施政方針を述べられました。その中には、人口の減

少対策を意識したもろもろの施策を盛り込み、それ

に基づいて新年度予算を編成されたと説明をいただ

きました。各施策が順調に展開し、計画どおりの成

果が得られるよう期待を寄せるものであります。 

 そこで、現在の取り組み状況を確認し、人口減少

対策の推進につなげたいとの目的で質問をさせてい

ただきます。 

 最初の質問です。 

 人口の減少を食いとめるにはさまざまな施策が考

えられますが、中でも子育て支援策を充実させるこ

とは効果があると期待できます。30年度予算案にお

いては高校生年代までのこども医療費を無料化にす

ることが盛り込まれていますが、子育て支援のさら

なる充実に向けて、今後どのような事業を考えてお

られますか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。市長。登

壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます前に、

きょうは朝早くから本当に吉田市議のときには多く

の皆様、傍聴にお越しいただきまして、本当にあり

がとうございます。しっかりと答弁も頑張ってまい

ります。 

 それではお答え申し上げます。 

 今、市議から御指摘をいただきましたとおりであ

りまして、やはりこのまちが、湖西市が、これから

も将来にわたって発展を続けるというためには、人

口減少対策、そして活気あるまちづくりを進めてい

く。そのための子育て支援の充実というものは、非

常に大きな課題でもありますし、必要なことである

というふうに考えております。 

 具体的な中身といたしましては、平成29年度、昨

年の４月ですけれども、私が市長に就任してすぐに

予算に盛り込ませていただきました中学生までの医

療費の無料化に続きまして、今議員からも御指摘を

いただきましたけれども、平成30年、ことしの10月

を予定しておりますけれども、この医療費の無料化

につきまして、対象年齢を高校生相当の年齢まで拡

充をいたしまして、長期にわたり、必要な方々に必

要な子育て支援をしっかりときめ細かく行うという

ことで、保護者の皆様方の経済的な負担の軽減を図

ってまいる。それによって子育て支援が充実するこ

とによって、湖西市に住もう、ずっとこのまちに住

もうと思っていただく方をふやしていきたいなとい
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うふうに考えております。 

 さらには、それだけではもちろんありませんで、

保育需要も高まっているということに対応するため

に、今、岡崎幼稚園や新居幼稚園のこども園化の加

速ということで、今回平成30年度予算にも盛り込ま

せていただきました。 

 こういったことを国の政策動向等々も注視をしな

がら、さらにはこども園や保育園等々の延長保育で

ありますとか、一時預かり保育など、さまざまなニ

ーズも新しく出てきておりますので、そういったニ

ーズにも対応した保育サービスに取り組んでいくと

いうことで、保護者の皆さんに安心していただいて、

未来を担う子供たちの保育ができる環境整備に引き

続き努めてまいりたいというふうに考えております。 

 さらに、平成30年度予算にはさまざまな事情があ

って間に合いませんでしたけれども、例えば給付型

奨学金を拡充するですとか、学校への給食費への助

成、一部助成でありますとか、予防接種に対して一

部助成するといった、そういったことももともと考

えているところでありまして、こういったことはも

ちろん財源でありますとか、予算がもちろん必要に

なりますし、さらには制度設計、どういった範囲の

方々に、どういった制度で行うかというような制度

設計も必要になりますので、実現までの課題は数多

くありますけれども、一つでも二つでも実現するよ

うに研究をさらに進めていって、子育て支援策の一

層の充実を図っていきたいというふうに考えており

ます。 

 また、後の質問に済みません、かわるかもしれま

せんけれども、子育て支援の充実ということは、そ

の前段階でやはりこのまちで出産・分娩ができると

いうようなことも当然必要だというふうに考えてお

りますので、残念ながら現時点では具体的にここだ

ということは実現しておりませんけれども、分娩施

設の誘致実現に向けて、今ある制度もそうですし、

さらなる拡充も含めて、産婦人科のお医者さんが湖

西市に来ていただけるような施策を図って、出産そ

して子育てが湖西市において安心して行われるとい

うことを、実現に向けて頑張ってまいりたいという

ふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君、いかがですか。 

○８番（吉田建二） 今、大変たくさんの答弁いた

だきまして、ありがとうございます。 

 人口減少を食いとめるためにいろいろな施策があ

るようですけども、子育てしやすい環境づくりのた

めの施策は、私が調べた団体はごく少数ですけども、

その全ての団体で取り上げておりました。担当部局

では既に情報入手されているかもしれませんが、子

育て支援を捉える視点の違いの印象がある千葉県流

山市の取り組み事例を紹介したいと思います。 

 流山市では、母になるなら流山市、のセールスメ

ッセージを掲げ、人口減少を食いとめるだけではな

く、30代から40代の共働き子育て世帯を主たる対象

者として、市外からの転入を促進させるために取り

組んでおられます。その内容は、駅前送迎保育ステ

ーションの設置、子育て応援マンションの認定、全

中学校に外国語指導助手の配置、小学校には英語活

動指導員の配置など、子育て環境と教育環境を充実

させるほか、子育てをしながら自分の思いを実現し

たいとする母親たちを支援する、そのままでいこう

プロジェクト、このそのままというのは、そのママ

と片仮名で書く、お母さんをあらわしてある、その

ママでいこうプロジェクト、また女性サポート実行

委員会などを設置しております。 

 特に注目される取り組みが、働く女性やママさん

を対象にした女性向けの創業スクールを開催してま

す。この創業というのは、業を起こす、創立の創に

業と書く創業スクールを開設した。ここを卒業され

た方がカフェを開業したり、イラストレーターやカ

メラマンとして独立するなど活躍されている方もお

られるそうです。 

 湖西市も若い職員の提案を生かして、新年度から

婚姻届などの届け出書類を記念品的な価値に高める

工夫を施したものを用意していくとの説明がありま

したが、子育て支援の充実についても、職員を初め

多くの意見を聞いて、魅力ある施策を展開していた

だきたいと思いますが、この点いかがですか。お尋

ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。答弁お願いします。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 
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 議員からも他市の先進事例、好事例の御紹介をあ

りがとうございました。今現在もこの湖西市役所、

市の職員も、女性職員ふえておりますし、先ほど答

弁の中にもありましたとおり、保育園、こども園へ

の需要もふえているということで、女性の方々の活

躍といいますか、そういった需要も高まっているん

だというふうに実感をしておりますので、そこに関

してはさまざまな今市の職員からの提案もいただい

てますし、若い世代での意見交換会もさせていただ

いてます。そういったさまざまなお声を、アイデア

も含めてしっかりと受けとめて、ぜひ積極的なアイ

デアを出していただいて、それでできることから一

つ一つ実現に向けて、そして子育ての充実、当然、

出産から子育てに向けて、湖西市で住んで子育てを

したいと思っていただけるような施策を実現してま

いりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 若い方の意見や職員の意見、

いろいろな意見を聞いて取り組んでいただける。大

変心強く思います。 

 次の質問をお願いします。 

 人口の減少を食いとどめるには、自然増を目指す

施策も大変重要でございます。出生率の向上を目指

すために、現在どのような取り組みをしておられま

すか。またあわせて今後の計画あれば、その概要を

お尋ねいたします。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） それではお答えをさせて

いただきます。 

 一部市長のただいまの御答弁と重複する部分がご

ざいますが、市内で安心して出産をしていただくた

めに、産婦人科医の誘致活動や、安心して子育てが

できるよう、こども園化の加速、こども医療費助成

の拡大を計画しているところでございます。 

 また今後におきましては、市内で安心して子供を

産んでいただける、子育てしやすい環境に努め、魅

力ある湖西市を発信をしてまいりたいというふうに

考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） それでは関連して次の質問お

願いします。 

○議長（二橋益良） ３番目の質問。 

○８番（吉田建二） いえ、今２番のあれです。 

 出生率、湖西市の出生率は、他の自治体と比較し

てどのような位置にあるでしょうか。また市として

は現在の数値をどのように捉えておられますか。そ

の点についてまずお尋ねしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 湖西市の出生率、これ５

年ごとの成果ということでの取りまとめになってし

まいますが、平成20年から24年におきまして、湖西

市は1.54という出生率でございます。県下におきま

しては、これは毎年の静岡県のほうのデータでござ

いますが、平成19年の直近でございますが、1.55、

平成18年は1.54でございました。全国的には平成18

年が1.45、平成28年においては1.44ということから、

全国的なレベル水準よりは高く、県と同等という位

置づけというふうに捉えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 訂正をさせてください。

ただいま平成18と申しました。17と申しました。平

成27年の県の数値が1.54、全国が平成27年が1.45で

ございます。平成28年度の静岡県が1.55、平成28年

度の全国の数字が1.44、平成17、18と言ったことは

訂正させていただきます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 全国平均、県の平均と比較し

て、ぎりぎりですけども湖西はまずまずということ

で安心をいたしました。 

 人口問題に詳しい著名人の著書によりますと、人

口減少は２つの要因があると言われております。一

つは結婚する年齢が遅い晩婚化、それに伴う初産の

年齢が遅い晩産化、出産する子供の数が少ない少子

化に伴う出生率の低下と、もう一つは地方から東京

圏へと移住する若者の人口移動であり、この２つに

よって人口の減少が引き起こされてると言われてお

ります。そして、この人口減少を克服するには、こ

のいずれにも対策を講じる必要があると指摘してお

ります。 

 2010年の出生動向基本調査の結果によると、独身
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女性の結婚希望率は89.4％で、約９割の女性が結婚

を希望されております。また結婚した場合の希望す

る子供の数は2.12人であるということでございます。 

 日本は結婚をしないで子供をもうける人が少ない

ということから、結婚をしている率、いわゆる有配

偶者率と出生率の関連性は高いということでござい

ます。 

 そこで、出生率の向上の鍵を握るのは20歳代にお

ける結婚の動向と出産の動向の状況次第と、こうい

うことだそうでございます。現在20歳代後半の結婚

をしている有配偶者率は約40％であり、これを60％

程度に上昇させて、30歳代以降の有配偶者率にもそ

の影響が反映されれば、出生率の向上は実現可能と

考えられると、こういうことが書いてございました。 

 市として、婚活支援に何か工夫をしていただけな

いかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 副市長。 

○副市長（田中伸弘） それでは婚活支援という御

質問についてお答えをさせてもらいたいと思います。 

 湖西市のほうでもやはりいろいろと若者の御意見

とかいろいろな御意見などを新聞または雑誌なんか

で見るにつれて、なかなか出会いの場がないという

ような御意見も書かれているところでございます。 

 そうした中で今年度でございますけども、湖西市

のほうは天竜浜名湖鉄道と組んで、婚活列車という

のをやらさせていただきました。こういったことで

も少し地元の地域のなかなか奥浜名湖のほうとか行

ったことがないとか、そういった地域を知ってもら

うということもあわせて、いろいろな出会いの場と

いうのを、楽しみながらのイベントで開催をさせて

もらってるところでございます。 

 また、市の社会福祉協議会のほうも７月には婚活

のイベントをしているということでございまして、

いろいろと市のほうとしても結婚する年齢の方々を

中心とした意見を聞きながら、いろいろとイベント

等も考えてまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） いろいろと工夫を凝らして、

また若いカップルが誕生し、さらには人口の増加に

とつながっていくような、そんな施策をお願いした

いと思います。 

 では３点目の質問をお願いします。 

 社会増を目指すために、市外からの転入を促進さ

せることも有効な施策の一つでございます。湖西市

に住みたいと選定していただくための対策はどのよ

うなことを考えておりますか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。答弁お願いします。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今やっていることですとか、これから考えること

と両面でお答えをさせていただければと思いますけ

れども、例えば今既に作成をさせていただいている

移住・定住の促進のパンフレットというものは、こ

れまでも既に活用しているところでございまして、

首都圏、東京でありますとか、そういった首都圏や

中京圏、名古屋を中心とした中京圏や、市内で行わ

れるような移住・定住のイベントでありますとか、

あとは就活ですね、学生さんの就職活動のイベント

にブースを出展するということで、移住する先は湖

西市へという形で配布したりＰＲを行っております

ので、これは引き続き行っていきたいと。こういう

ものは当然会場への出向によって湖西市を知ってい

ただくということもありますし、報道等による宣伝

効果もあると思ってますので、そういった両面から

引き続き取り組んでいきたいというふうに思ってお

りますし、そういったことをやってるということで、

最近ではやはり学生さんとか就活等々はＳＮＳでの

拡散もふえてますので、そういった効果も狙ってい

きたいなというふうに考えております。 

 またあわせて市内におられる企業の皆様方に、就

職説明会等々の場を捉えて、会社の案内とあわせて

こういった移住・定住のパンフレットの配布を依頼

をさせていただいてまして、就職の際には湖西市に

合わせて住んでいただくということをお願いして、

さらに市外から当然通勤しておられる方もいらっし

ゃいますので、そういった方々には、独身の方には

今回平成30年度で始めるような新婚世帯の応援金と

いうことで予算を今回提案させていただきましたの

で、そういった新婚世帯の応援金のＰＲもして、市

外から通勤されている方が結婚したら湖西市に住ん

でいただけるような形を望んでおります。 
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 また新たに今考えている対策としましては、今回

の平成30年度予算でも職住近接ということをキーワ

ードの一つに掲げさせていただきましたので、住宅

展示場、これ今湖西市には個別のハウスメーカーさ

んの住宅展示はあるんですけれども、やはりまとま

った、何とかなんとかハウジングみたいな形でのと

ころはありませんので、またそれが誘致できれば一

番いいと思ってますけれども、まずはそういった住

宅展示場のイベントに対してこういったブースを出

展をして、湖西市で家を建てて住んでいただくとい

うようなＰＲをするとか、これは予算にも盛り込ま

せていただきましたけど、湖西フレンズのような形

で湖西市の魅力を発信して、観光や交流人口を広げ

ていく。そういったことを取り組ませていただいて、

これから湖西に住んでいただく方をふやしていく。 

 やはり今議員から御指摘もありましたけれども、

20代とか30代、これは過去の答弁でも申し上げまし

たとおり、例えば働くときに独身寮で湖西市に住ん

でいただいたにもかかわらず、結婚だとか御出産で

家を建てる、家を買うというときに、湖西市からお

隣浜松だったり豊橋だったりに行かれるような方々

がいらっしゃるもんですから、その方々を湖西市に

住んで家を建てていただいて、やはり昼夜間人口の

差を解消していくという取り組みが大事だと考えて

おりますので、これから引き続き、今回は例えば平

成30年度では湖西フレンズだとか新婚さんの新生活

応援ということで御提案をさせていただきましたけ

れども、さらにそういった20代から30代の方々がこ

ちらに住んでいただけるような新たな施策、例えば

今も住宅ローンの利子補給みたいなことはやらせて

いただいてますけれども、そういった形でのものを

拡充するとか、空き家利用の促進によってリフォー

ムの今補助も行わせていただいてますけれども、そ

ういったものをさらに活用していくだとか、これは

まだ今それをやるというよりは、どういった形でで

きるかということを研究段階にありますけれども、

そういったことをさまざまなアイデアを形にしてい

くことで、極力もちろん限られた財政事情ではあり

ますので、全てがすぐに実現するかどうかはわかり

ませんけれども、やはり好循環を生み出していく。

湖西市に住んでいただいて、市としても税収だとか

人口増につなげていくということがより重要だと考

えておりますので、そういった形で進めていくとい

うことがこれから実現に向けてしっかりやってまい

りたい。この前の新聞報道でも、袋井市で今人口増

があるというような報道もありましたですけれども、

袋井市長もよく単純な補助金ではなくて、そういっ

た実効的な、補助金の給付だけではなくて、さまざ

まな政策を組み合わせて実効性のあるものを行って

いくというようなお話もされてますので、そこは補

助金もそうですし、実質的な住宅ローンの利子補給

とか、間接補助も含めてさまざまな施策はあろうか

と思いますので、できることから始めて、そして実

効性を高めていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 大変幅広く、精力的に取り組

んでいただくという答弁いただき、これもまた心強

く思います。企業への働きかけ、あるいは就活への

パンフレットまで、住宅展示から利子補給、こうい

うことでございます。 

 一つの情報としてお話を申し上げたいと思います。

やはりまた流山市の例でございますけども、その前

に、まず杜の都といえば青葉城恋唄の歌詞とともに

宮城県仙台市のことがすぐに思い浮かんでまいりま

す。仙台市の杜の都のモリは木へんに土を書きます

けども、先ほど紹介した流山市は、木を３つ書く森

という字を用いる森のまちとして売り出しておりま

す。 

 流山市は、既に御存じの方も多いと思いますが、

千葉県の北西部にあり、周りは柏市、松戸市、野田

市などに囲まれた人口約18万人の都市で、都心から

は25キロ圏内に位置していることから、25キロメー

トルということですので、ちょうど浜松市と湖西市

の距離感かなとこんなぐあいに思います。このよう

なことから、流山市のキャッチフレーズとして、流

山市ではポジショニング・メッセージといっており

ますけども、都心から一番近い森のまちとして売り

出しております。実際に森のまちとインターネット

で入力いたしますと、流山市の項目が出てまいりま
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す。ここまで森のまちとして周知されているのだな

と感心した次第でございます。 

 流山市はシティーセールスプランを策定して、こ

こにこうやってございますけども、それを作成して、

そして市の魅力をセールスしております。資料の中

を見てまいりますと、事実、緑視率の高い良質な住

環境を掲げ、この緑視率というのは緑をみる、視力

の視、そして割合の率、いわゆるそういうような実

践を図ってます。緑視率とは、路上に立った人が見

える範囲、視野に占める草木の緑の割合をいい、こ

の緑視力を高めるための施策が展開されております。 

 流山市の面積は約35平方キロメートルといいます

ので、湖西市の半分弱、４割ちょっとぐらいになり

ますけども、森や公園の数は300カ所以上、どこか

らでも徒歩圏内ということでございます。また、グ

リーンチェーン認定制度や、まちなか森づくりプロ

ジェクトを立ち上げ、施策はグリーンフェスティバ

ル、森のナイトカフェ、森のマルシェ・ド・ノエル

など、数多く実施されております。 

 歌の題名に湖畔の宿というのがあったことを思い

出し、当市は緑と水に囲まれた湖畔のまち湖西なん

かどうだろうかなと、こう思い浮かべましたが、湖

西市においても杜の都や森のまちに対抗できるよう

なキャッチフレーズやポジショニング・メッセージ

を市の職員が考えていただくとか、あるいは市民に

公募するなどして作成されたらいかがと考えますが、

いかがでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 流山市のまたさらにさまざまな取り組みの御紹介

をありがとうございます。たまたま前の仕事のとき

に流山市は、たしかＵＲの、都市再生機構の公団住

宅があったりして、さらにつくばエクスプレスが通

って、それでさらにベッドタウンとなっていって、

たしかおおたかの森とかそういったものがあって、

すごく近い、千葉県で東京に通いやすいということ

で、公団住宅の、今のＵＲの開発が進んだというこ

とを記憶してますけれども、そういった、おっしゃ

るとおり緑のまちというような取り組みは非常にわ

かりやすくて暮らしやすいというようなメッセージ

にもなろうかと思いますので、湖西市としても当然

ながら今皆さん御案内のとおり、浜名湖ですとか湖

西連峰ですとか、さまざまな自然環境に恵まれた土

地でありますので、そこはそれをＰＲしていく。今

回、観光交流課という形で組織再編もしますし、シ

ティープロモーションを進めていくということも30

年度予算で掲げさせていただきました。 

 その中で今議員おっしゃった市民の皆さんであり

ますとかさまざまなところからアイデアを募集する

こともそうですし、今の職員の中もそうですし、若

い世代の意見交換会とか、機会は多くあると思いま

すので、そこでのわかりやすいキャッチフレーズだ

とか、セールスポイントということは皆さんからも

募っていきたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 では次の質問お願いします。４点目を。 

 住みたいまちとして湖西市を選んでいただくには、

いろんな施策が考えられます。インフラが整備され、

企業誘致などによる雇用の充実、自然の豊かさも大

事な要素と言えます。中でも、働きやすく安定した

生活環境の創設は重要と言えます。そのためにはど

のような事業を考えておられるのか、その概要につ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これもまさに議員がおっしゃるとおりでありまし

て、さきに御質問にありました子育てとか出産も当

然これは住んでいただくために重要だというふうに

考えておりますけれども、まずはやはり働く場がな

いことにはお越しをいただけないというような前提

もあろうかと思いますので、企業誘致、幸いにも湖

西市は周辺のさまざまなまちに比べて企業の立地に

は恵まれているというふうに認識してますけれども、

それでもさらにこの企業誘致を通じた安定した雇用

の場を提供するということは、湖西市としても重要

だというふうに考えているところでございますので、

今回の30年度予算にも大幅に集中して予算に盛り込
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ませていただいたとおり、浜名湖西岸の土地区画整

理事業をしっかり推進していく。さらにはそこのア

クセスとなる大倉戸茶屋松道路の整備を進めて、企

業誘致とさらなるその周辺の土地の開発、さらには

宅地でありますとか、お店の誘致につなげていくと

いうことが非常に重要になってくると考えておりま

す。そのために今回、条例の改正案を出させていた

だきましたけれども、立地にかかる企業投資の支援

制度を充実していくですとか、これはこれから、条

例の提案はこれからになりますけれども、先般表明

をさせていただきました生産性向上のための中小企

業の皆さんが設備投資したことによる固定資産税を

ゼロにすると、３年間ですけれども、そういった企

業への支援という制度は充実させていきたいと考え

ております。 

 またさらに中長期ではありますけれども、既に今

端緒が取っかかっております浜松三ヶ日・豊橋道路

におきましては、やはり新東名の三ヶ日ジャンクシ

ョンの方面から南北に湖西市を通って国道23号方面

に抜けていくというようなルートを今一生懸命策定

しているところでありますので、その中で湖西市に、

できれば複数、インターチェンジをつくっていただ

いて、そのインターチェンジ周辺で土地利用を図っ

てまいりたいというふうに考えております。 

 最後に、あと、さきにも出ておりますけれども、

やはり民間企業と連携した住宅の確保でありますと

か、その住宅地を今紹介するといった取り組みも既

に都市整備部を中心に湖西市のホームページで紹介

させていただいておりますので、そういった雇用の

場を生み出すとともに職住近接、まさに働いて住ん

でいただくというような取り組みが一体となって進

めるということが重要だと考えておりますので、子

育て支援も含めて市の関係機関、商工会さんや観光

協会もそうですし、さまざまな関係者が一体となっ

て働きやすくて住みやすいという環境をつくってま

いりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 働く場所の創設のために工業

団地の造成の区画整理だとか、いろいろ展開されて

いくということをいただきまして、ありがとうござ

います。また最後には住宅地も紹介するということ

でお話ございました。私、次の質問でその住宅地を

何とか提供するように取り組んでほしいということ

を質問でお願いしようかなと思ったですけども、ち

ょっと重複するかわかりませんけども、情報提供と

いうこともありますので、少しお話しさせていただ

きたいと思います。 

 先ほどから先進都市として参考にしている流山市

が、人口の増加を目指す施策に取り組んだ経緯を紹

介したいと思います。 

 都心の秋葉原からつくばを結ぶ鉄道、つくばエク

スプレスが平成17年に開通いたしました。これにあ

わせ沿線に住宅地を整備して、東京都内の人口を郊

外都市に誘導しようと埼玉県、千葉県、茨城県の３

つの県と沿線の都市、それに都市再生機構が分担し

合って、総面積3,270ヘクタールの大規模な区画整

理事業を行います。そのうち、流山市の施工面積は

全体の約２割に当たる627ヘクタールで、事業費の

市の負担額は735億円と巨額になりました。 

 市では、ただでさえ少子高齢化で人口が減ってい

る中、大規模な開発の負担金を完済するためには何

としてでも大量の保留地を完売し、結果として人口

をふやさなければならない状況に追い込まれていっ

たということでございます。転入者を受け入れるこ

とができる受け皿、すなわち区画整理事業による住

宅地が用意されていたということでございます。 

 そこで湖西市においても、受け皿となる優良な宅

地を用意しておく必要があると考えます。今ある住

宅地を紹介するということでありますけども、対策

事業として区画整理事業による宅地造成を計画的に

実施したらと考えますが、この点いかがでしょうか。

お尋ねをいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 済みません、ちょっと先ほども紹介させていただ

きましたですけれども、当然、住んでいただくため

には土地、宅地が必要なわけでして、まずは今湖西

市の中で新たに開発しなくても住めるというか、宅

地が建つところはどこにあるか、どれだけあるかと

いうことを、まず足元から紹介させていただくとい
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うのが今湖西市のホームページでも、どこどこの地

区に何軒の区画がありますというのは紹介させてい

ただいて、そこをしっかりと、それは当然今市街化

区域でありますので、そこをまず埋めていくという

ことが重要かなというふうに思っております。 

 さらにはやはり今の既存の市街化区域にとどまら

ず、新たな、先ほど申し上げた浜名湖西岸の区画整

理でありますとか、大倉戸茶屋松道路の整備、さら

には浜松三ヶ日豊橋道路が通ることによって、市街

化の今土地の都市計画の色が変わっていって、新た

な市街化が生まれるということが予想されますので、

それに伴って宅地、さらにはお店といった住環境、

生活環境の整備につながっていきますので、それに

合わせてしっかりと湖西市でこういう宅地なり住む

ところがありますよ、そしてそこは環境がこういっ

たふうに整備されていますよということを整理する

とともに発信をして、紹介をしていけたらなという

ふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 今ある現有の土地をまず把握

して、それから区画整理による造成なんかは考えて

いかれたいという意味合いのことも今お話しいただ

いたと思います。 

 市民の声を聞いていくと、家を建てたいんだけど

も、建てる場所がない。だから仕方なく市外のほう

に行ってしまうんだよというようなことも耳にする

ことがございます。できるだけ市内に宅地を用意し

て、市内に住んでいただく。そういうような環境づ

くりも大事ではないかなとこんなぐあいに思った次

第でございますので、その点よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは次の質問お願いします。５点目です。 

 人口の減は市税収入が減収となることから、これ

を補填する新たな収入の検討や、さらなる経費の節

減など、財政の硬直化を回避しなければなりません。 

 来期の30年度予算では、使用料の見直しや湖西フ

レンズの取り込みによる寄附金収入の増収などを、

また歳出は補助金の見直しによる減額などに取り組

むなどの説明をいただきました。 

 今後取り組んでいこうとしている財政の健全化に

向けての対策は、どのようなことを予定しているの

か。まだ詳細が決まっていないのであるならば、構

想でもよいので、健全化に取り組む姿勢を伺うこと

ができるようならば説明をお願いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 財政と一言で言っても歳入・歳出がありますので、

それにちょっと分けて説明を、御答弁させていただ

ければというふうに思いますけれども、これは議員

もおっしゃるとおりですし、皆さんが御案内のとお

り厳しい財政状況であるということは今湖西市、厳

然たる事実でありますので、まず歳入につきまして

は、これからも入りをはかるということが非常に重

要になってきます。 

 ふるさと納税、先ほどもありましたけれども、ふ

るさと納税につきましてはありがたい御寄附を数億

単位でいただいてますので、これから例えば商品の

メニューを充実させるとか、体験型によって湖西市

に来ていただくなど、メニューを充実させるという

ことでふるさと納税を拡充していくということが考

えられますし、公共施設、先ほど議員も御指摘あり

ましたけど、こういった公共施設、受益者負担によ

る見直しなど、使用料を見直していくということも

実践に移していきたいと考えております。さらにや

はり新たな取り組みで、豊かな発想。きのう副市長

からも答弁させていただきましたけれども、稼ぐ力

を強化するということが重要ですので、企画力をつ

けて新たな歳入の確保に取り組んでいくということ

が重要でありまして、中長期的には住民税でありま

すとか、固定資産税といった安定的な財源を生み出

すということが非常に重要であるというふうに思っ

ております。 

 繰り返しになりますが、浜名湖の西岸の土地区画

整理事業でありますとか、産業振興、雇用の確保に

よって、そういった安定的な税収を生み出して、職

住近接によった移住・定住によって、安定財源を生

み出すということ。市民税、固定資産税というもの

は、トータルとして歳入増につながっていくものと

考えておりますので、しっかりと取り組んでまいり

たいと考えております。 
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 一方、歳出につきましては、やはり不断の見直し

が必要だと考えておりますので、事務事業評価等々

におきましてスクラップ・アンド・ビルド、費用対

効果を考えて、歳出の見直しというものは不断に行

っていくことが重要でありますし、さらには平成30

年度予算でもそうですけれども、やはり将来的な借

金を減らしていく。地方債残高を注視しながら、極

力地方債残高を減らしていくということも重要にな

ってきます。さらには財政調整基金、これは過去に

も相当財政調整基金を食いつぶして減らしてきたと

いう時期もありましたので、何とか計画的活用によ

って市の財政が回るようにしなければならない。そ

こは歳出は抑えていく。さらには貯金も極力取り崩

さないようにするというような厳しい取り組みも一

方では必要になりますので、新規投資ももちろんし

ていきたいと思いますが、そこはバランスを考えて

いく必要があるかなというふうに思っています。 

 特に湖西市は地方交付税の不交付団体であります

ので、なかなか国の施策で全国の自治体が行っても、

その分の交付金が湖西市に入ってこないという事実

もあります。そこを何とか財政調整基金を積み上げ

ていくことによって賄っていかなければならないと

いうこともありますし、ほかの不交付団体を見てい

ると、いわゆる標準財政規模の10％、今まで湖西市

も言ってきて、大体15億円ぐらいの、15億から20億

ぐらいの財政調整基金の規模ということでやってま

いりましたけれども、愛知県のほかの不交付団体と

か東京23区なんかを見ていると、標準財政規模から

すると25とか、もう20％を超えるような貯金を積み

増しているような団体もあります。そういうところ

はやはり例えばリーマンショック等々で税収が減っ

たときには何とかそこで歳出の確保を行ったという

こともありますので、当然歳出減には努めながら、

何かあったときには財政調整基金を積んだところの

計画的活用によってやりくりしなければならないと

いうこともあろうかと思いますので、そういった標

準財政規模に比べて、今湖西市は財政調整基金の積

み増しも不足している状況にありますので、計画的

にそういった積み増しでありますとか、さらには特

定目的の基金、この前も予算提案のときに述べさせ

ていただきましたけれども、公共施設用の基金であ

りますとか、そこに積んだ上で計画的に活用してい

くということを図った上で歳出の合理化・効率化と

あわせて財政の健全化に努めてまいりたいと考えて

おります。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） ただいま、基金を活用してや

っていかれたいということですけども、私も基金の

活用は非常に重要だなというように感じております。

ぜひ、大変ですけども、基金の運用についての御努

力をお願いしたいと思います。 

 それでは最後に６番目の質問お願いいたします。 

 人口減少化問題の捉え方は広範囲であり、対策も

多種多様でございます。各種の対策事業を効果的に

実践し、そしてより成果に結ぶつけていくためには、

任務を明確にした担当部局を設置したらいかがとこ

のように考えますが、まずお尋ねする前に少し背景

について説明をさせていただきたいと思います。 

 これまでの質問においても何回となく流山市の事

例を幾つか紹介してまいりましたけども、流山市か

ら参考にさせていただく、また学ぶことがたくさん

ありました。その中から少し追加して紹介させてい

ただきます。 

 流山市の現在の市長は、平成15年に就任され、現

在４期目ということです。就任された直後に人口の

減少問題に取り組まれ、人口増加対策を推進されて

こられました。就任から10年間で１万4,000人増加

し、その後の５年間で１万1,000人増加し、就任か

ら現在までの15年間で２万5,000人増加したそうで

す。なお、総務省が2017年７月に公表した2017年１

月１日時点の日本の人口は１億2,790万人で、前年

より15万9,000人の減少ということで、８年連続し

ての減少ということでございます。 

 政令指定都市は行政区単位で数えると全国の自治

体数は1,896団体で、人口が増加した自治体は421団

体、全体の22.2％になるそうです。 

 流山市は自然増が552、社会増が3,837人で、合計

で4,389人の増加となり、増加率は2.49％となり、

全国ランキングでは増加数も増加率もともに全国で

11位ということでございます。 
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 流山市では、流山市のマーケティングとブランド

化を高めるブランディングを早急に進めなければと、

市長就任の翌年の平成16年に、全国で初のマーケテ

ィング課を新設されました。職員は５名配置してお

りますが、そのうち３名は民間からマーケティング

の経験のある人材を募集したプロの職員ということ

でございます。そうしてブランドイメージを都心か

ら一番近い森のまちに設定し、シティーセールスプ

ランを作成し、先ほどちょっとお見せした、それか

らメーンターゲットを30代、40代の共働きの子育て

世帯に定め、マーケティング戦略を展開した成果が

先ほど申し上げた数値になったということでありま

す。 

 物事を進めるときに、態勢を整えるということは

とても重要でございます。市長が考えておられる各

種の対策事業を効果的に実践し、より成果につなげ

ていくために、任務を明確にした担当部局を設置し

たらと考えますが、いかがですか。お尋ねをいたし

ます。 

○議長（二橋益良） 総務部長。 

○総務部長（森 宣雄） お答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、人口減少問題に対する施策

は多岐にわたり、多くの部署がかかわってまいりま

す。 

 本市では、人口ビジョン・総合戦略を核とした各

種事業は、企画政策課が中心となり、関係課と連携、

調整を図りながら推進しております。 

 また、平成30年度からは広報部門と観光部門を統

合した観光交流課を新たに設置し、湖西市の魅力を

広く内外に発信することで、交流人口の拡大を促し、

定住人口増加に向けたプロモーション事業を展開し

てまいりたいと考えております。 

 議員御提案の担当部局の設置につきましては、ま

ずは新年度からの新たな組織体制による事業展開と、

その効果を見きわめていく中で、今後の検討課題と

させていただきたいと考えております。以上でござ

います。 

○議長（二橋益良） 補足で市長のほうから発言を。 

○市長（影山剛士） 済みません。今、総務部長か

ら組織については御答弁させていただいたとおりな

んですけれども、議員からの御指摘にあったマーケ

ティングですね、これは当然やはり今後の戦略を立

てる上で重要になってきますので、今は企画部門を

中心にですけれども、リーサスを活用して、リーサ

スでかなりの今相当のデータが取ることができます。

これは人口の移動もそうですし、いわゆる資金の移

動ですね、どこの企業がどれだけどの地域と取引し

ているかということも当然リーサスで算出すること

ができますので、そういった人・物・金の流れ、こ

れはしっかりと把握をして、どこに対して今どうい

った投資をすればいいか、政策をすればいいかとい

うことは企画部門が中心になってもちろんやってい

ただきますし、さっきも申し上げたとおり、観光交

流とかシティープロモーションを行うところ、産業

振興を行うところは農・工・商、一体となって進め

させていただきますので、当然これで終わりではな

くて、組織形態としてもどういった形がいいのかと

いうのは不断の見直しを行っていきますけれども、

まずそういった企画部門でありますとか、観光交流

部門でありますとか、産業振興でありますとか、そ

れぞれの部門が専門的な知見を活用しつつ連携をし

て行ってまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） ただいま部長から、また市長

のほうから連携をとってまずは取り組んでいきたい

というような力強い答弁をいただきました。 

 私としては、人口減少対策事業が効果的に展開さ

れ、人口の増加につながっていくことを大きく期待

していることを申し上げまして、私の一般質問を終

わらせていただきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○議長（二橋益良） 以上で８番 吉田建二君の一

般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、１番 福永桂子さんの

発言を許します。１番 福永桂子さん。 

  〔１番 福永桂子登壇〕 

○１番（福永桂子） １番 福永桂子です。事前に

通告してありますＬＧＢＴの方々のための社会認知

と行政の対応について、お尋ねいたします。 
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 一般質問では、全ての性的マイノリティーを含む

意味として、ＬＧＢＴと短縮して以下述べさせてい

ただきます。 

 質問しようとする背景や経緯です。近年、ＬＧＢ

Ｔなどの性的少数者の多様な性のあり方がメディア

に取り上げられることも多く、広く一般に認知され

ています。そして、ＬＧＢＴも含んだ視点から施策

に取り組む自治体は徐々にふえています。また、同

性パートナーシップ証明書の発行を行う自治体も全

国的にふえています。そのことからもＬＧＢＴなど

の性的少数者の方々も対等な社会の一員として、そ

の人らしく生きられるまちづくりは、多くの市民の

願いであると考えます。だからこそ、まずは同性パ

ートナーシップ証明書の発行ができる制度づくりを

行い、誰もが自分らしく安心して暮らせる湖西市の

まちづくりを進めていくことが大切であると考えま

す。 

 質問の目的です。誰もが価値観の多様性を尊重し、

理解を深め、自分らしく生きやすい湖西市のために、

同性パートナーシップ証明書制度の導入について、

市のお考えをお聞きします。 

 ここで質問を始める前に、質問の目的をより多く

の皆さんに理解していただきたいと思いますので、

幾つかの用語の説明をしておきます。 

 ＬＧＢＴとは、レズビアン・女性同性愛者、ゲ

イ・男性同性愛者、バイセクシャル・両性愛者、ト

ランスジェンダー・生まれたときに割り当てられた

性別に捉われない性別のあり方を持つ人、の英語の

頭文字をつなげた言葉で、同性愛者などの性的少数

者の総称です。日本では性的マイノリティーとも言

われています。 

 電通が2015年に約７万人を対象に実施した調査で

は、7.6％、約13人に１人が当事者に該当すると答

えています。民間団体が実施した調査では、学校の

クラス１名から２名はＬＧＢＴの子供がいる。また、

性的少数者の約７割が学校でいじめを受けており、

３割が自殺を考えたことがあったとしています。 

 次に、同性パートナーシップ証明制度の説明をい

たします。これまで同性カップルには内縁が全く認

められていない状態だったので、健康保険、労働災

害の遺族補償年金、育児休業、介護休業の申し出な

ど社会制度上では配偶者と同様の地位という趣旨の

規定が見られません。 

 このような状況において、同性カップルの生活上

の保護の観点などから、同性パートナーシップ証明

制度が開始されています。 

 例として東京都世田谷区では、同性カップルがパ

ートナーシップの宣誓書を提出し、それを保管して

いることを示す受領証を区が無料で発行するという

書類のやりとりをしています。書類があるから何ら

かの権利が生まれるわけではありませんけれども、

受領証を見せることで事業者側に配慮が生まれるこ

とも期待できるなど、さまざまな面で理解が進み、

同性カップルの保護が実現するという期待が持てる

としています。 

 湖西市においても、このような観点から同性カッ

プルパートナー証明制度の導入について、市の考え

をお聞きしたいと思います。 

 １番です。ＬＧＢＴの方々のための同性パートナ

ーシップ証明書を発行できる制度の導入について、

お聞かせください。 

○議長（二橋益良） それでは、企画部長。登壇し

てお願いします。 

  〔企画部長 松本裕行登壇〕 

○企画部長（松本裕行） それでは御答弁をさせて

いただきます。 

 ＬＧＢＴの多様なあり方がメディア等で取り上げ

られていることは承知をしております。人権問題と

して重要な問題だと認識しております。 

 先進自治体の事例を見ますと、制度導入に至って

は相談窓口の設置や申請、認定方法について、整

理・整備する必要があり、ＬＧＢＴに関しては人権

の啓発も必要となりますので、現時点では議論の必

要性も含め、他市の動向を見守りつつ、慎重に考え

ていきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん、いかがですか。 

○１番（福永桂子） 慎重に考えていきたいという

ことは、検討してみたいということでしょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 繰り返しになりますが、
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慎重に考えていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 同性パートナー条例が成立し

ている地域は現在全国でどれぐらいあるんでしょう

ね。それと、この制度について、そもそも市は御存

じでしたのでしょうか。この２点、お聞きします。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 冒頭でお答えをいたしま

したが、承知はしておりました。ただいま全国でど

れぐらいあるんでしょうかというお尋ねと承りまし

た。全国においては、ただいま６自治体ということ

で、直近においては南のほうの自治体が今後30年度

に云々というお話がございますので、その団体はま

だされていないと思っておりますが、現在６自治体

ということで承知をしております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 徐々にそういう性のあり方は

多様だというその視点を取り入れました施策に取り

組む自治体はふえていると思うんですね。 

 この証明書を発行することによって、何かデメリ

ットがあると考えられていますか。あればそれは何

でしょうかということですけども、ちょっとお答え

いただけますか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 先ほどの冒頭の答弁で説

明をさせていただきましたが、いろいろの、結論的

にはデメリットがあるというふうにはただいま認識

をしていない。それらもひっくるめまして今後、非

常にデリケートな問題でございますので、先進市も

しく県下の動向、近隣市、その辺の動向を見ながら

進めていきたいというところでよろしいでしょうか。

以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） この証明書が出れば、具体的

な支援策が可能になると思うんですね。今、ＬＧＢ

Ｔの方々が本当に社会的に弱い立場で困っているこ

とがあるわけですね、生活上。そういうところを助

けることができる制度なんですけれども、例えば家

族として住宅へ入居できるようになるんでは、また

家族だけが認められる病院での面会が可能になるん

ではないかとか、結婚式がしたいけども、断られた

けどそういうことがないように、社会や職場で自分

らしく働いていけるように、また会社の結婚に関す

る福利厚生や制度も異性カップルと同様に利用でき

るとか、結婚休暇とか介護休暇の取得ができるとか、

これは千葉市が職員に導入しています。 

 そういうふうないろんなことが可能になるんです

ね。そういう社会的に弱い立場であり、その方々を

行政として保護する必要があると思うんですけども、

その点について、どう考えておられますでしょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 大変繰り返しになります

が、人権問題として重要な問題だということは十分

に認識しております。現時点では議論の必要性も含

めまして、他市の動向を見守りつつ、慎重に考えて

まいりたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ぜひ考えていただいて、そし

てよい結論を出していただけたらなと思います。 

 それでは２番のほうに入ります。 

○議長（二橋益良） ２番の質問に移る前に、質問

の途中ではございますが、時間が来ましたので一度

休憩をとりたいと思いますが、よろしいですか。 

 それでは休憩をとりたいと思います。再開は11時

15分といたします。 

午前11時02分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、会議

を再開いたします。 

 ただいま福永桂子さんの質問の途中でございます

ので、２番から進めさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いします。福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） それでは２番目の質問に入り

ます。 

 行政窓口や学校で、ＬＧＢＴの方々が差別的な言

動を受けないようにするための対応策は、現在どの

ようにされているのかをお聞かせください。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 
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○企画部長（松本裕行） 御答弁をさせていただき

ます。 

 ＬＧＢＴに特化したものではございませんが、全

ての部署におきまして、女性、男性、お年寄り、障

害者、外国人等全ての方に対し、人権を重んじ、親

切丁寧に対応するよう心がけをしているところでご

ざいます。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） どのような対応を、対応指針

を出していらっしゃるんでしょうか。そういうもの

はありますか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 対応指針という基本的な

部分ではなくて、まず公務員として、また来訪者に

対しての姿勢を今述べさせていただきましたので、

親切丁寧に対応する。これは全ての職員がそれを踏

まえて対応していることというふうに思っていると

ころであります。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） しかしながら、ＬＧＢＴとい

う方々への理解というのは必要だと思うんですね。

個別に対応するということは大変大事なことだと思

います。 

 例えば、そういう対応指針というのがないのなら

ば、職員研修なんかでＬＧＢＴの方々への対応とし

て特化して取り上げたことなどはおありでしょうか。

また、もしなければ、取り上げてみようと思うお気

持ちはおありでしょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 大変申しわけございませ

ん。繰り返しになりますが、現時点におきましては、

議論の必要性も含めまして慎重に進めてまいりたい

というふうにお答えをさせていただいたところでご

ざいますが、今までそういった特化した研修はして

いないというふうに記憶をしておりますし、その対

応については、先ほど申しましたように、親切丁寧

に、どなたに対しても対応してまいりたいというふ

うなことで、それは研修として、職員の資質向上だ

ったり、職員として、公務員としての基本的な部分

のものであるという研修は実施をしているというふ

うには認識しております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） それだけで全ての市民に対し

て対応できているのかというところに疑問が残るわ

けなんですね。 

 湖西市の男女共同参画推進条例でも、第３条第１

号において男女共同参画の推進に当たっては性同一

性障害を持つ人、その他多様な性を持つ人の人権に

ついても配慮しなければならないと定めております。 

 そういう意味においても、湖西市も行政には社会

的に見て性的少数者であるＬＧＢＴの方々に対して、

いかなるかかわり方をされるのかといった課題、そ

の課題に対しての基本的な指針があっていいんじゃ

ないかなと私は思います。 

 それで、東京都の文京区が職員や教職員のために、

性自認及び性的思考に関する対応指針を作成してお

ります。それについては御存じでしょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 私は細かい部分について

までは掌握をしてございません。申しわけございま

せん。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） そのような対応が偏見を温存

したり、差別を助長したりすることにもつながって

いくんではないかなと考えられますね。 

 例えば、指針というのはこれなんですけども、は

じめにというところに、あらゆる差別、性的思考が

明記され、東京2020年大会に迎える日本でも向き合

うべき課題だというふうに明記していて、ガイドラ

インでは、こうした方々の多くが現在の社会制度や

行政サービスにおいて存在が明確になっていないた

め、悩みを抱えることになったり、生きづらさから

自殺志望につながったりとの報告があるとも記して

います。そして、こういう指針を出すことで、よい

公共サービスの提供や地域社会づくりのために生か

されることを期待したいとも書いています。 

 その中に、大変基礎知識も説明してあり、区民等

への対応、窓口の対応ですね、場面ごとの配慮、窓

口や電話での対応であったりとか、性別欄の取り扱

いであったりとか、公共施設利用をめぐってのやり
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方であったりとか、災害時における対応の仕方であ

ったりとか、相当細かく書かれています。 

 その中にちょっと御紹介したいのは、府中青年の

家事件というのがありまして、公共施設利用を拒否

された同性愛者の団体が提訴した裁判の判例です。

都教育委員会を含め行政当局としては、その職務を

行うについて、少数者である同性愛者をも視野に入

れたきめの細やかな配慮が必要であり、同性愛者の

権利・利益を十分に守ることが要請されるものとい

うべきであって、無関心であったり知識がないとい

うことは、公権力の行使に当たる者として許されな

いことであるというような判例が書いてあります。 

 これには学校の現場でのことも書いてありますし、

現場でどのように対応していくのか。また、職場内

の対応についても、職員福利厚生制度などについて

の対応の仕方も説明がされています。 

 こういうようなものを湖西市でも考えてみること

ができると思うんですね。どうでしょうかね。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 繰り返しになりますが、

現時点では議論の必要性も含めまして慎重に考えて

まいりたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） どの市民も平等に、そして公

平に湖西市で生きていくことを願っているはずです

ね。 

 例えば、そしたら簡単にできるポスターづくりと

か、ＬＧＢＴの子供たちについて伝えるパンフレッ

トやポスターなど、そういうものをつくることも考

えられるんですけども、そういうことも視野に入れ

ていただきたいなと思います。こういうポスターを

見ることによって、自分は一人ではないという、そ

ういう自分だけではないんだ、こういうのは自分だ

けではないんだという勇気をもらえると言っている

人たちもいます。 

 それでは３に入ります。 

 教育現場でＬＧＢＴなどの性的少数者について、

どのような配慮がなされているのかをお聞かせくだ

さい。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 質問にお答えをします。 

 湖西市の小・中学校においては、知識が不足して

いるために生じる偏見や差別を排除し、互いの個性

を尊重し合う児童生徒の育成を期して、人権教育に

取り組んでおります。ＬＧＢＴの方々への配慮もこ

うした人権教育の成果の延長線上に生まれるものと

考えているところであります。 

 現在の小・中学校には、ＬＧＢＴに起因する生活

上の困難を訴える児童生徒はおりません。しかし、

ＬＧＢＴの苦しさの本質には、見えないだとか、あ

るいは見せないという壁があるとも言われておりま

す。潜在的にその素養を有し、成長とともに生きに

くさを感じ始める児童生徒がいないとは限りません。 

 人間関係の不調やいじめの問題同様、性的に生き

にくさを感じた児童生徒が、気軽に相談できる体制

づくりとして、全ての学校で教育相談を実施してお

ります。あるいはスクールカウンセラーを配置し、

相談を行ったりしております。また、児童生徒の知

識の不足に起因する心ない発言が生まれないように、

県教育委員会主催の人権教育担当者研修会の伝達講

習会を中心に、教職員のＬＧＢＴに対する理解の深

化と指導力の向上を図っているところであります。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 人権教育の中に含んでいこう

という姿勢ですね。 

 一つ、2015年です。文部科学省が性同一性障害に

かかる児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施等

についてということで通知をしているんですけれど

も、その中に本当にきめ細やかに学校における支援

体制について整備しなさいよ、また性同一性障害に

かかる児童生徒の支援は学校内外にサポートチーム

をつくったり、また支援委員会とかケース会議など

を適時開催しながら対応を進めてほしいということ

が書かれています。また、今おっしゃったような相

談の窓口の充実も明記されています。また、医療関

係、医療機関と連携して、助言や専門的知見を得る

重要な機会としてほしいということも明記されてい

たりします。 

 いろいろと書かれておりまして、今の人権のこと
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も教職員の資質向上のために取り組みとして人権教

育担当者や生徒指導担当者、養護教諭を対象とした

研修などの活用が考えられると、そういうふうに書

いてあるんですけども、ここに通知されたことで、

湖西市の場合はどれぐらい進んでいるんでしょうか。

これについて、どのような対応されていますか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） どのぐらい対応しているか

という御質問ですけども、先ほども申しましたよう

に、平成22年だったと思いますが、教育相談の充実

をという事柄が文科省のほうから出されました。そ

れについては各学校、学期ごとにそれぞれの悩みだ

とか心配事だとか、そういった事柄を出す中で教育

相談等を行っておりますし、あるいは26年に出され

た状況調査、ここでたしか606人だったですかね、

全国で、その調査の結果あったという報告を受けて

おりますが、そういった事柄だとか、そういったも

のを年に一、二回、人権教育担当者会議というのを

学校教育課で行っております。そんな中で意見交換

をしながら、それに特化するというわけではありま

せんけども、進路や職業の多様性だとか、あるいは

家族の多様性、こんなものも含めて人権教育にかか

わる事柄について行っているところであります。以

上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ＬＧＢＴについて、職員の皆

様が本当によく知っていて、そういうことが想定さ

れたりとか、もし起こった場合に、すぐにきちんと

対応できるという、そういう研修はされていますで

しょうか。また、もしないならば、今言ったように

人権とか擁護委員ですか、そういった人たちにもそ

ういう特化した研修というのをされるおつもりはな

いですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 特化ということでなくて、

非常に学校の中では範囲が広いと、人権教育に関し

ては。そういうことでまず御理解いただきたいとい

うことと、実は平成28年度に人権教育行政担当者連

絡会議というのが10月に総合教育センターのほうで

ありました。その中でこれに関するお話もありまし

たので、人権担当者を集めてそういうふうなお話を

したという経緯はあります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） これも文部科学省なんですけ

れども、先ほど申しました通知があった後、１年後

に、教職員向けにやはりきめ細やかな対応などの実

施について、性同一性障害にかかる取り組みについ

て具体的に書かれたものがあるんですけども、こう

いうものは職員の中で十分に共有され、何かあった

ときには対応していけるという、そういう自信にも

つながっているんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 自信と言われるとちょっと

あれですけども、一応文部科学省から出されたもの

については、全部の学校、職員、全て周知はしてい

るつもりでいます。先ほども言ったように、特有の

支援の仕方だとか、あるいは医療機関との連携だと

か、そういった事柄、あるいは学校生活の中での各

場面での支援、こういった例についても教職員には

指導・徹底はしていると思っております。以上でご

ざいます。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 場面場面といったらトイレの

使用はどうするかとか、更衣室はとか、そういうふ

うなことですね。 

 ぜひ本当に共有して、対応に当たっていただきた

いなと思います。 

 湖西市ではまだ相談はないということですけれど

も、教育長もおっしゃっていたように、本当に見え

ない部分があるわけなので、カミングアウトをする

ことも大変難しい社会的状況、多分教育の現場でも

あろうかと思いますので、やはり統計にも出てます

子供たちの自殺願望にもつながっている現状がある

中、やはり危機感をもって対応していただきたいな

とそういう思いがあります。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは４番のほうに。 

 湖西市には同性パートナーシップ証明書などがあ

りません。制度上救済されない社会的弱者に対して、

市長はどのように捉えておられ、対策を講じる考え
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はおありですか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 先ほども教育長等々から答弁させていただきまし

たけれども、やはりＬＧＢＴを含む人権というもの

は、誰もが持っている権利でありますので、さまざ

まな分野の方々で人権思想を広めていったりですと

か、地域や教育現場といった中で人権が侵害されな

いということで配慮や擁護をしていく。当然そうい

った方々を受け入れられるような体制をつくってい

かなければならないということは当然であるという

ふうに考えております。 

 一方で、今、議員御指摘のパートナーシップ証明

とか、こういったものは今世田谷とか渋谷区とかで

導入されてまして、たまたま私も向こうにおりまし

たので、実際に仕事の関係とかそういった実際にや

っておられる方の話を聞いてみたら、実際に導入し

ましたということで、ただなかなか運用に関しては

苦慮してる部分もあるそうで、当然ながら今おっし

ゃったカミングアウトが難しいという部分もありま

すし、相談や申請、認定行為が必要になりますので、

例えば公証役場での手続が必要になるだとか、そう

いった双方にとっての非常に費用も手間もかかって

しまうということで、なかなか渋谷区とか世田谷区、

ほかのところもそうかもしれませんが、運用も、導

入したからいいよというわけではなくて、苦慮して

いるので拙速にはやらないほうがいいというような

お話をされる方もいらっしゃいましたので、双方の

コストとかハードルとかも含めながら考えていく必

要があろうかと思ってまして、まずは今教育長から

もありましたとおり、ＬＧＢＴを含めた人権自体を

一緒になって幅広く人権擁護に向けて社会全体の理

解を深めていくことが重要であって、教育現場等々

で啓発等々を努めていただくことがやはり重要かな

というふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 確かに同性パートナーシップ

証明書の制度について、いろいろな御意見があるん

ですけども、宝塚市のほうで私のＬＧＢＴのお友達

がやはりこういう制度があるので私たちは本当に助

かるというふうなことをおっしゃっていました。や

はり助かる人もいるんですね。それはやはり弱者を

保護していくという、そういう観点だと思うので、

本当によろしくお願いしたいなと思います。 

 ＬＧＢＴの方々が市民権を得られるように、それ

を市民に対して周知することも大切ですし、またそ

の市民権を得られるように制度を構築するというこ

とも支援が必要な方々への積極的な対策ではないか

なとそう思います。 

 ＬＧＢＴの方々の生活を保護するその一つの制度

として、この同性パートナーシップ証明書制度があ

ります。誰かと誰かが安心して暮らせるという本当

にハッピーな制度なんですね。だからいろいろと検

討されて、もうちょっとこの制度をブラッシュアッ

プされたりして、使いやすくして、また御検討して

いただけたらなと願っています。これで私の一般質

問は終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で１番 福永桂子さんの

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 一般質問の最後になりますが、

続いて16番 中村博行君の発言を許します。中村博

行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。施政方

針について、市長にお伺いします。 

 質問しようとする背景や経緯ですが、国は平成26

年度より法改正をしまして、病院の本業ではもうけ

を出しやすくし、他方では自力で稼げる病院と稼げ

ない病院の差別化を始めました。自力で稼げない病

院は各自治体に病院の財政負担をさせるつもりです。 

 そんな中、平成30年度の施政方針説明の中で、稼

ぐ力の強化がキーワードとして挙げられました。本

市には３つの公営企業があります。水道・下水道会

計は黒字予算でした。本業のもうけが出やすくなっ

ているはずの病院会計では、市が総額で11億円余を

支援しても、使う費用のほうが多く、2.2億円余足

りません。しかも資金不足を起こす赤字予算になっ

てます。管理者がかわっても経営不振を続けようと

する湖西病院の稼ぐ力の強化について、市長のお考
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えを伺います。 

 質問の目的ですが、湖西病院の継続のため、市長

の考えを確認したいと。 

 質問事項１ですが、湖西病院の稼ぐ力の強化につ

いて、市はどのように働きかけて支援していくのか

伺います。 

○議長（二橋益良） 市長。登壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 きのうの質疑にも湖西病院、たくさんの御質問を

いただきましたし、その中、それ以外にも質疑が出

ていたところでありますけれども、その中にありま

した入るをはかって出ずるを制す、これは二宮尊徳

公からのお言葉でありますし、最近だと京セラから

ＪＡＬに行かれた稲盛会長だとか、大蔵省でも奥村

当時の主計局長とかがよくおっしゃっていた言葉で

ありまして、当然ながらそういった運営方針は病院

も同様でありまして、やはり今議員御指摘あったと

おり、病院ももともと企業会計でやっていただいて

おりますから、多額の市の財政を投入している現状

ではありますけれども、昨年12月から杉浦事業管理

者にお越しをいただきまして、経営改善に取り組み

始めていただいたところでも、加速を始めたところ

でありますし、きのうの答弁にもありましたですけ

れども、全自病に今、湖西病院の経営診断を委託し

ているところで、今月中にはその詳細が明らかにで

きるというふうに考えております。 

 そこでやはりこういった内部・外部からのお力を

かりながら、湖西病院の経営健全に向けて取り組ん

でまいりたいと思っておりますし、市はその中で企

業会計の中で必要な支援を行っていく、市立病院で

ある以上は行っていく必要はあろうかなと思ってお

ります。 

 一方で、施政方針ということなので申し上げます

けれども、施政方針で申し上げました稼ぐ力の強化

というのは、湖西病院はもちろんですけれども、湖

西病院のみならず湖西市が発展を続けていくために

重要なことを申し上げたところでございまして、そ

れはやはり先ほども質疑にありましたとおり、子育

て支援の強化でありますとか、産業振興、雇用の創

出、観光シティープロモーション、総合的にこの湖

西市の活性化施策を行っていかなければならないと

いうふうに考えています。 

 そういったさまざまな政策を合わせることで、こ

の湖西市が将来にわたって発展をしていく。そして

皆さんがさらに住んでみたいと思うようなまちであ

ることが必要だと思ってますので、そういった好循

環を生み出していくことが必要でありまして、その

中で湖西病院も当然今経営改善に向けて取り組んで

いただいてますので、その推移を注視して見守って

いきながら、湖西病院の経営改善を実績を上げてい

ただくように市としても引き続き取り組み、注視し

てまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 今の答弁だと、これからいろ

いろ考えていくというふうにも、診断が出てからま

たいろいろ考えてやっていくという話だと、この予

算の稼ぐ力という部分には、どういうふうにして今

年度この予算を決めるときに、病院と話し合って、

その稼ぐ力のことが入っているのか。その辺のこと

を教えてください。 

○議長（二橋益良） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） お答えさせていた

だきます。 

 先日のここの答弁でもお話をさせていただきまし

た。いろいろな収入を上げる考え方、それから費用

を削減するということで努力をしてまいりたいとい

うふうに思っております。 

 ４月には診療報酬改定がございますし、今市長か

らもございましたが、全自病の経営診断、客観的な

評価を受けながら、そこの中でどういったことが拙

速に湖西病院の中で取り入れられていくのか、取り

入れられないのかというところも、一朝一夕にはな

かなかいかないと思いますので、議員からの御教授

もいただきたいですし、御指摘を受けて、全力投球

していきたいというふうに思っております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 済みません、補足としてお答

え申し上げますと、稼ぐ力の強化はもちろん病院も
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含めて湖西市が将来に発展するためのものでありま

して、今杉浦事業管理者からも御答弁あった中で、

経営改善に向けての今全自病の経営診断を行ってい

ただいてますが、経営診断を受けるに当たって、こ

ちらが考えているような、当然湖西市から委託をし

て、全自病に委託しておりますので、その中で例え

ばこの地域医療の中で湖西病院はどんな役割が必要

なのかとか、どこまでの機能が必要なのかというこ

とを客観的に判断をいただくということを御依頼し

ております。その回答が間もなく来るということで

ありますので、当然もともとの改革プランもありま

すが、さらにそれを進化させていくということが重

要だと思って、今回の平成30年度予算もその中での

取り組みも期待して組ませていただきました。以上

です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そうするとこの予算の中には

そういった診断が出てからのことも予算の中には入

ってるわけですか。それは別ですか。別に診断が出

てから予算を考えてまたやるわけですか。その辺は

どうですか。 

○議長（二橋益良） 病院事業管理者。 

○病院事業管理者（杉浦良樹） 30年度予算で４月

からのものです。医療の世界であると２年に一遍の

診療報酬改定という大きなものがございます。その

中で、今までどおりやってきたものがそのまま通用

するかというと、いろんな部分で変更が行われます。

加点、いわゆるプラスになったりマイナスになった

りするところがございますので、そこを事前に察知

することはなかなかこの予算を編成するときには難

しいところがあるので、どうしても今年度の実績あ

るいは過去の動向を見ながら、こうなるであろうと

いうところがあるので、来年度平成30年度からは今

考えられている予算の中で最大努力をして、少ない

赤字にしていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 確かに頑張ってやっていくと

いうことで、赤字予算でも範囲の中には黒字に決算

ですればいいわけですから、そういうものも入って

る赤字予算もあるかと思いますが、今までの流れで

いくと、赤字予算で出たものは大体赤字決算で出ま

す。決算が、赤字予算で出ればもう赤字が許された

ものだと思って赤字決算のほうにつながっていくと。

そういうのが今までの通例でした。そういうとこか

ら私はこの赤字予算に一番問題があるというふうに

考えてます。 

 赤字予算はどういうふうなことで、私の推測です

が、病院が組むかというと、赤字予算であれば３条

４条ごっちゃにして使えると。なおかつ決算が赤字

であっても議会もみんな文句が言えないという形に

なります。だから黒字は絶対出さないです。ずっと、

今までずっと赤字予算、赤字決算が続いてきて、そ

の結果どういう形になるかというと、資金不足にな

る。資金不足になれば、結果、続けたいという意思

があればどうして出さざるを得んと。そういう形に

つながってくもんで、私はこの赤字予算自体を直さ

ないと、稼ぐ力もつかないし、一番基本になってる

企業会計の正常な状態か異常な状態かみんなわかっ

てないと私は思ってます。 

 正常な状態であるなら、赤字予算なんて組まない

し、赤字決算なんてしないはずです。そうすればど

うなるかというと、自分の体力をくってって、続け

られなくなって資金不足になると。こういう形のこ

とが起こってるんですよ。ずっと今まで何年間です

か。赤字決算してきて。去年の末にそういうふうに

２億円足らんで何とかしてくれっていうことで認め

たけどが、またことしも同じようなやり方で赤字予

算じゃないですか。これでどこが稼ぐ力の強化にな

ってるか。私は疑問に思います。その辺はどう考え

ますか。市長。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 見解の相違かもしれませんけ

れども、赤字予算がというよりも、湖西病院全体が

経営改善をしなければならないということが大命題

でありますので、その中で経営改善を行うためには

今どうしたらよいかということを杉浦さんのもとで

一生懸命行っていただいてます。 

 冒頭のところに入りますけれども、別に赤字予算

でもいいやとか、赤字決算でいいやと思ってるわけ
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では当然なくて、湖西市の市立病院である以上は湖

西市も支援をいたしますけれども、それが未来永劫

続くということは当然思ってもらっては困るわけで、

健全な、極力健全な中で、市民が必要とする病院を

運営していくということが、これは至上命題であり

ますので、それに向けて危機感をもってやっていた

だくということが重要だと考えております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） よくしようというのはみんな

一緒だと思います。私もそういうつもりでやってお

りますが、どう見ても、病院にちょっと任せっ切り

じゃないですか。それで稼ぐ力をそいでるじゃない

ですか。いろいろもっと市がチェックしたほうがよ

くありませんか。 

 きのうの質問でもちょっとありましたけどが、同

僚議員の中でありましたけど、電子カルテにすると

いう話もありました。それを私らが聞いてるのは、

今年度中に電子カルテを稼働するというふうに聞い

てるんですよ。それがきのうの答弁では、おととい

かな、答弁では、６月に稼働すると。10月から外来

だというふうに聞いてます。 

 それともう一個、副市長が経営改革プランの評価

委員会で委員長でやってくれた中でも、私は給与費

について、これは決算の給与費と違ってるよという

ふうな指摘をしました。そしたら回答は出てきまし

た。何か計算が間違ってました。これが正しいです

という形のことが出ても、それでそれを変えるだけ

で、それで何も反映が、反映というか、つくった人

にも何のおとがめもない。それでそういう問題があ

ってもそういう行いがあっても問題にしない。そう

いうことがやはりどこで見てるのかな。 

 お金の問題でも私はこうやっていろいろ自分が実

際にグラフなんかつくって、これは監査の、例月監

査で出てきます。こういうものでつくっていって、

28年度、29年度、つくってます。そういうものもど

こで誰がどういうふうにチェックしてるか。わから

んですよ。病院に全てお任せで、それでそういうお

金の問題も誰がチェックしてるのか。どういうふう

にしてるのか。どうも私は解せんです。黒字といっ

てるのに、というのは市が出せば黒字になるし、市

が出さねば赤字だと、そういうのがこれをつけてる

といろいろわかるですよ。それでそういう問題も何

もチェックするとこもないもんで、私は提案として、

全てのそういった会計のことについては、会計管理

者に一応お願いしたらどうかなというふうにも思う

んですが、その辺はどうでしょう。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 チェックをしていないという御指摘はありました

が、今回の平成30年度予算などはもともと病院のほ

うから予算要求自体は財政課に行ってたと思います

が、一旦健康福祉部のほうで引き取っていただいて、

その中でもチェックをしていただくというような査

定といいますか、一次査定といいますか、体制を取

っておりますし、先ほど御指摘もありましたとおり、

副市長には経営改革プランの委員会にも入っていた

だいて、さまざまな場面でチェックやさらに意見交

換等は重ねて行っていただいております。御自身が

すごく、議員のほうでそういった会計等、企業会計

にお詳しい形で紙をつくっていただいてることは承

知しておりますし、病院も意識を改革をして、さら

によりよくしていこうというようなもとでやってい

ただいてますので、そこは市と一体となって改善を

していくことが必要だと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 余り洗いざらい言ってもいか

んかもわからんけどが。それとまだね、改革プラン

自体がどういうもんかというのは、市長も病院もみ

んなわからんじゃないかなと私は評価委員会の中で

そういう感じがしましたけどね。これだってちゃん

とチェックしてこのプランどおりにいろいろ考えて

いけば、ああそうかなと思うんだけどが、どういう

点でそれが疑問に思うかというと、評価委員会の中

で先ほど言いましたけどが、給与費が決算の数字と

違ってるというふうな形のことを言いました。それ

で実際その訂正が出ました。訂正が出たんだけどが、

それは改革プランのもので出てるだけで、自分の病

院の実際のかかってる費用じゃありませんよ。それ、

国は退職給与費か児童手当を引いて出せといってる
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もんで、その分だけまた余分にかかるんですよ。だ

けど、病院は改革プランの数字だけで云々言ってる

けどが、実際もっとかかってるんですよ。そういう

部分も実際やってみないとわからないし、誰がそう

いうものをチェックしてるか。いいよいいよと言っ

てて、どんどんどんどんいっちゃうと、やはりそう

いうふうにもっと市民に負担がかかってくというよ

うな形になるもんで、もうちょっとチェックをして

もらってやっていかないと、それこそ管理者責任と

いうか、経営者責任に変わってくるじゃないかと私

は思ってますよ、実際は。 

 そういうふうに、何せ今は病院は誰もチェックす

る人がない。病院の事業のおくれに対しても何にも

チェックする人はない。そんな状況の中で病院にい

る人も一生懸命頑張ってやってくれてるとは思うん

だけどが、そういう回答は来ますけどが、肝心なそ

の進めることの一番の原因のできてるかできてない

か。改革プランについてだって、修正を出すという

けど、その修正ができるのかね。私はその改革プラ

ンにもちょっと疑問を持ってますよ。どういうふう

にやるのかちょっとわからないけどね。その辺はち

ょっと説明、市長の考え方はどういうふうに改革プ

ランをつくるか。立て直しのための改革プランをつ

くるのか。稼ぐための改革プランをつくるのか。教

えていただきたいと思うんですが。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今ある改革プランあって、さらに今の全自病の委

託をしている経営診断によって、もう既に改革プラ

ン検討委員会自体はチェックも含めてしていただい

てますけれども、そこは数字等々をチェックすると

いうよりは、骨太にどういった経営改善が湖西病院

にとって必要になるかということを改めて御議論を

いただいてる場であって、それは第１回にも御出席、

議員もいただいてるので、その中での方向性という

のは御承知をいただいてるものと思いますし、今ま

だ経営診断が出ていないので、詳細申し上げるわけ

にはいきませんが、果たすべき機能だとか、どうい

った病棟形態がいいのかとか、そういった形でもち

ろん必要な診療科目だとか医師数だとか看護師さん

だとかというものもあるかと思いますけれども、そ

ういったものを総合的に今回の経営診断を改革プラ

ンに上書きしていって、経営改善につなげていくと

いうことが最重要であると思ってますし、それをし

っかりと経営改善が出ると同時に改革プランの検討

委員会の中で御議論いただいて、迅速に上書きをし

ていくということが必要だと思っております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 余り言いたいことばかり言っ

てると悪いもんで、私自身もまだこれは続けていき

ますけどが、総務部長のほうを通して私はこの国が

出してる収支計画というものがあるんですが、これ

でもって管理していくと病院の状態がよくわかると

いうことで、これについては一応管理者のほうにも

わたってると思いますが、これで見てくれるといろ

んなそういった地方財政法のことでどういうふうに

なったら危ないよとか、そういう見えるものがある

もんですから、そういうもので一応管理をしてもら

いたいというふうに思います。 

 お互いによくしようと思ってるので、余り洗いざ

らい言ってもいかんと思いますけどが、私もまだこ

の活動は続けていくつもりでおりますので、お互い

に頑張っていきましょう。よろしくお願いします。

ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で16番 中村博行君の一

般質問を終わります。 

 これをもちまして、３月定例会に予定いたしまし

た一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午前11時59分 散会 

───────────────── 

 

 


